


図書館との出会いで生まれた本

• 図書館が地域の「情報拠点」となり被災者の「生活再建」を助けることがで
きないか。

• 災害対応の各種知見を災害部局を補佐して「アーカイブ」し整理することで
災害復興の担い手の助けになれないか。

• 「被災したあなたを助けるお金とくらしの話」を事前の「防災教育」とし図
書館で実施することで、「社会教育」「生涯学習」「主権者教育」「金融教
育」「情報教育」「法教育」「消費者教育」と連携できないか。

筆者による本の構想メモLoY2018＠図書館総合展 審査員



図書館総合展2019で本の完成・恩返しの
ワークショップ＆トークパネル

図書館を拠点にした
「知識の備え」としての災害
復興支援の準備の紹介や防災
ワークショップの実演



執筆を助けてくれた図書館本（のごく一部）
（図書館のための災害復興法学入門 2019年11月刊行）
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版]』（樹村房2016年）
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房2003年）
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ミモザフィルムズ編『ニューヨーク公共図書館
エクス・リブリス プログラム』（ミモザフィル
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井上真琴『図書館に訊け！』（筑摩書房2004
年）

猪谷千香『つながる図書館: コミュニティの核
をめざす試み』（筑摩書房2014年）
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vol.46(18)「特集 図書館の未来」、１３８-１
４６頁）

江草由佳「社会教育施設の被災」［国立教育政
策研究所編『震災からの教育復興―過去、現在
から未来へ―』（悠光堂2012年）1章東日本大震
災の被災状況3節１ 24－28頁］
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来へ―』（悠光堂2012年）1章東日本大震災の被
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ティ』（東京大学出版会2018年）

などなど・・・・



内容紹介（山崎栄一先生書評全文）
（図書館のための災害復興法学入門 2019年11月刊行）

本書は、これまで筆者が培ってきた災害復
興法学のダイジェスト版かつ普及版である。
本書には図書館という社会的インフラを活用
した筆者の壮大な「災害復興法学普及計画」
が描き出されている。

本書は三部から構成されているが、筆者の
生活再建に向けられた関心がどのように移行
していったのかを見てとることができる。

I部〔知る：災害復興法学と生活再建への
知識の備え〕においては、本書をきっかけに
読者が身につけておいて欲しいと筆者が考え
る「生活再建への知識」が提供されている。
ここにいう知識とは、生活再建をサポートす
るさまざまな法や制度に関する知識である
（1章)。災害後には、いろいろな困りごとが
出てくるわけであるが、本書は5万5千件にの
ぼる無料法律相談のデータから災害後におい
て被災者が抱える困りごとを抽出し分析を図
るとともに、そういった困りごとを克服する
ための法や制度とのつながりを意識づけさせ
る構成となっている（2章)。

罹災証明書の発行を初めとするさまざまな
生活再建への支援の仕組みが紹介されている
が、最終的にはそれらの仕組みが法や制度に
基づいているという事実に気づかされること
になる（3・4・5章）

無論、災害直後にI部を読んでみたとして
も、被災者がそれぞれの「生活再建ストー
リー」を描くにあたってより現実味のある選
択肢をイメージするための手がかりとなるだ
ろう。

Ⅱ部〔伝える：被災者支援と図書館の役
割〕においては、 「生活再建への知識」を

いかにして被災者に浸透させていくのかにつ
いて筆者の提案が述べられている。

たしかに、生活再建の知識は被災者に役立
つものであることには違いがない。ところが、
実際には生活再建の知識が災害後においてな
かなか被災者には伝わらないという現実に直
面する（6章)。そこで、筆者が注目するのが
タイトルにもある｢図書館」の有している、
情報と利用者を「結びつける｣、情報コー
ディネーターという機能・役割である（7章)。

筆者は、災害後の図書館に、①復興情報
アーカイブの作成、②図書館ニュースの発行、
③生活再建情報コーナーの設置と復興まちづ
くりの拠点といった機能・役割を担わせよう
としている（8 ・9 ･ 10章)。

Ⅲ部〔つくる：防災を自分ごとにする新し
い教育の実践〕においては、図書館をベース
にした「生活再建への知識の備えの防災教
育」の展開方法について筆者の提案が述べら
れている。

ここにいう防災教育とは、図書館における
生涯学習の一環として実践されるもので、具
体的には①主権者教育、②法教育、③金融教
育・消費者教育の三分野から派生した知識体
系の普及にある。①～③の教育がそれぞれ生
活再建への知識へと結びつけられて、「災害
復興法学」の基幹を構成することになる。こ
こにいう、①は政治、②は法、③は経済との
関わりを有していて、災害復興法学はまさに
民主主義社会の市民にふさわしい生活再建の
あり方を希求するという意味において、
「公民科教育｣(1章にいう「市民性を育む防
災教育」はその一環である）としての実践可
能性を提示してくれている(11章)。

災害時の立場に応じて知識が身につけられ
るよう、市民向け〔｢家計の防災｣〕とプロ向
け〔｢復興新聞(図書館ニュース)をつくろ
う｣〕それぞれのワークショップが実践例と
して紹介されており、そこでは、被災という
事実が「自分ごと」として映し出されること
になる(12･ 13章)。

さらに図書館に対して、防災コミュニ
ティーの拠点としての機能・役割についても
言及している。本書における、 「図書館の
徹底活用」という筆者のスタンスが貫かれて
いる(14章)。

このような防災教育の実践を通じて、あら
かじめ、どのような生活再建の道筋が用意さ
れているのかを知ることで、今まさに私たち
が何をしなければならないのかを考えるきっ
かけを本書は提供してくれている。

究極的にいえば、今のうちに課題を有して
いる法や制度の改善を図ることにある。この
ような法や制度への関心は「被災者の主体
性」の一つの現れであるといえる。それが、
本書の最後に述べるところの災害からの「強
靭性」＝「レジリエンス」につながっている
のである(15章)。

※専門図書館協議会『専門
図書館』（2020年5月号/第
300号）に掲載された、関西
大学社会安全学部教授の山
崎栄一先生の書評について、
山崎先生の御許可をいただ
き全文を掲載させていただ
きます。
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